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概要 

古くから適所適材の観念が発達していた日本では、樹種の選択に日本独自の知恵が盛り込まれてき

た。今に伝わる木質文化財に使用されている樹種やそれらが選ばれた意味を再考することは、日本文

化の根底に流れる日本人の豊かな知恵を知ることに繋がる。日本古来の知恵を未来へ正しく伝えるこ

と、それが今を生きる我々の使命ではないだろうか。 

 

1. はじめに 

 毎日の生活の中で、木の恩恵に与らない日はあるだろうか。従来、住居、家具、食器、玩具をはじ

めとして、木は私たちの生活や文化形成に必須であった。私たちが住む日本は、その国土面積からは

想像できないくらい豊かな植生に恵まれており、国土の 70％程度を森林に覆われ、有用樹木種だけで

も約 300 と言われている 1)。木造建造物、木彫像、木工芸品などを見てもわかるように、古来日本人

は木を選び、その特性を有効活用することで独自の文化を成立させてきた。そのことは日本書記に記

された有名な一節「ヒノキは宮殿に、スギとクスノキは船に、コウヤマキは棺に」からもみてとれる。

このような樹種選択には、樹種特有の物性などが反映されており、当時すでに用材選択における豊か

な知識が日本人には備わっていたことが想像できる。木質文化財に利用されている樹種や選択された

意味を調べていくことで、日本文化を構築してきた「適所適材」の木づかいの知識を知ることにつな

がるのではないかと考えられる。    
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図 1：石川県にある曹洞宗大本山総持寺祖院における保存修理工事の様子（左）と再利用のた

めに保管されている古材（中央）。建造物の文化財保存修理工事では、解体した古材それぞれに

ついて再利用の可否を決定し保管する。このような古材の中でも再利用不可な部材では、樹種

識別調査に加えて年代測定もおこなわれることがある（右）。 
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2. 文化財保存修理工事と樹種調査 

 現在日本の国宝・重要文化財に指定されている歴史的建造物のうち、現存する世界最古の木造建築

物である法隆寺の木造建築物をはじめ、約 9 割が木造によるものである(平成 17 年文化庁公表)。古の

工匠が創り上げた数々の建造物の古材からは、威厳、美しさ、技術の高さを見るのみならず、過去の

様々な情報、すなわち樹種、加工痕、技法、年代、古気候といった情報を得ることができる。図 1 左、

ならびに中央の写真は、修理工事中の石川県曹洞宗大本山総持寺祖院であるが、建造物における樹種

情報は、建造物を維持する上で必要不可欠となる修理工事で後補材選択に重要なだけでなく、部材の

樹種選択の地域性や当初・修理における部材選択の変遷の把握にも重要である。当時の木材流通の解

明にもつながる他、古い植生の解明にも有益であることが判明してきている。また図１右のような部

材片や大径材から年代調査も行われ、建造物の歴史的背景の解明にも活用されてきている。 

これまでにも、多くの建造物の文化財保存修理工事において、解体された部材の見た目や匂いなど

から目視観察によって樹種が推定されてきた。このような修理時、調査に用いられる古材は、長年に

わたる劣化などで見た目が変化しているものも多く、大工らの経験則に基づいた樹種推定では特定が

困難な場合も多くある。そこで、先人たちにより光学顕微鏡観察による樹種識別法が確立され 2),3)、

木材標本データベース、解剖学的特徴に基づいた樹種データベースなどが構築、公開され（図 2）、活

用されてきている。これにより、様々な文化財における樹種調査が行われてきており、木材科学のみ

ならず建築、美術、環境、考古学をはじめとした様々な領域に新たな知見がもたらされてきた。 

一方、修復工事においては修理現場担当者の采配や予算問題もあり、上記の光学顕微鏡をはじめと

した自然科学的手法を用いた調査が適用されることが難しい場合もまだまだ多く、現在も目視による

調査が多くを占めているのが実状ある。本稿では、これまで光学顕微鏡をはじめとした科学的手法に

よる樹種調査が殆ど行われてこなかった地域の建造物群に注目し、文化財保存修理工事に際して行っ

た樹種調査から新たにわかりつつあることを紹介する。 
 

図 2：北海道大学、東北大学、東京大学、名古屋大学、京都大学、九州大学、森林総合研究所の

木材標本ネットワーク（左）と京都大学生存圏研究所の木材標本関連のデータベース（右） 。
木材の標本ネットワークの構築が進められてきており、木材や樹種識別に必要な情報などを下

記のサイトなどからある程度入手することもできる。 
http://database.rish.kyoto-u.ac.jp/arch/bmi/Xylarium_net/cai_jiandetabesu.html（左） 
http://database.rish.kyoto-u.ac.jp/cgi-bin/bmi/jp/namazu.cgi（右） 
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3. 樹種を知りたい 

「何の木かな？」、街中や森でそう思った場合は、まず木をよく観察することからはじまる。樹形、

葉、花、実、樹皮、大きさなどの特徴を観察し樹種を判断する。しかしながら図 3a のように一旦「木

材」となったものや、長い年月を経た古材などを判断する場合は、表面の色が変わっていたり樹皮が

はがれていたりと、長年の経験がある大工でさえ目視での判別が困難な場合があり、木材組織を観察

し形態的な特徴を見つけて判断することが必要になってくる。そのために木口面、柾目面、板目面に

ついてそれぞれ剃刀（図 3b）を使って薄い切片を作成し、光学顕微鏡（図 3c）などで 3 断面（図 3d-3f）
を観察することが必要となる。この光学顕微鏡観察では、木材を科・属・種のうち、おおよそ属レベ

ルまで識別することが可能である。 

さらに最近では木材中の化学成分に注目した DNA 分析による識別が研究されている他 4)、近赤外

分光分析を利用し、例えばニヨウマツ類の中でもアカマツとクロマツといった木材組織が似通った樹

木の化学成分を測ることによって識別する方法も開発されている 5)。また文化財修理などで得られる

非常に小さな木片の樹種調査等にはマイクロ X 線トモグラフィー法による樹種識別も活用され、木彫

像や古面をはじめとした様々な木質文化財の樹種調査に役立てられている 6)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 3：アスナロ属（特に能登半島の建築関係者はそのうちのいくつかをアテ、クサアテ、マ

アテ、スズアテなどと分けて呼ぶことがある）の部材（a）を、剃刀( b ) を用いて切片を作

り、光学顕微鏡( c )で観察する。d～f（d: 木口面、e: 板目面、f: 柾目面）の顕微鏡写真から

それぞれ解剖学的特徴を見出し同定する。アスナロ属は樹脂細胞があり、分野壁孔はスギと

ヒノキ型の中間で、一分野に三～四個乱雑に存在している点で、似通っているヒノキの組織

学的特徴とは異なる。なお、樹脂が多く、組織が見えにくいという特徴がある。  
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4. 北陸地域の建造物の樹種調査からわかること 

様々な文化財保存修理工事において発行される報告書には、建築関係の膨大な情報とともに部材の

樹種情報が記載されている場合がある。しかしながら多くの報告書では大工や現場担当者の目視によ

る樹種調査結果が多いというのが実状であった。 

なかでも福井県や石川県をはじめとした北陸は、価値ある古い歴史的建造物が多く残存しているに

もかかわらず、光学顕微鏡を用いた樹種調査数が少ない地域であった。そこで 2008 年より継続して福

井県の丸岡城天守、明通寺本堂、明通寺三重塔、瑞源寺書院、須波阿須疑神社本殿、本荘春日神社、

石川県の民家や総持寺祖院などついて、樹種調査、年代調査（一部）を行い、報告書や文献調査に記

された部材情報との比較を行った。 

その結果、例えば福井県の丸岡城では報告書にヒノキとケヤキが使用されていると書かれているの

に対し、我々の樹種調査ではヒノキと考えられていた部材にアスナロ属が使用されていたことが明ら

かになるなど、既存の修理報告書に記された目視による調査結果とは多少の相違があることが判明し

た 7)。また、修復現場で古材をみた大工がヒノキやスギと推定した部材が、すべてアスナロ属であっ

たという例も見られた。13 世紀に建造され福井県内で最も古い明通寺本堂にもアスナロ属が使用され

ており、アスナロ属は鎌倉時代にはすでに福井県内でヒノキの代理のような形で有用な建築材として

認識されていたことが伺えた 8)。 

また福井県内の一部の建造物については、アテヒノキ（アスナロ属のことを北陸の方言でアテと呼

ぶ）、クサマキ（草槙）や麻木（マキ）が使用されていることが報告書に記載されている例もあるが、

これらが一体なんの樹種を意味しているのかは現段階では不明であり、今後の継続した調査が必要で

ある。さらに石川県能登半島に位置する総持寺では、アスナロ属の使用が、光学顕微鏡により多く認

められたが、現地の大工はねじれや年輪の入り具合、加工のしやすさなどといった木材の特性により、

アスナロ属の部材をアテ、クサアテ、マアテ、スズアテなどと分けて呼んでいる。それぞれ、ヒノキ

アスナロの変種ではないかと考えられているが、過去の植生を考えるなどして科学的分類の可否を検

討していく必要がある。 
  

 

5. おわりに 

近年、木彫像に使用された樹種を科学

的に明らかにしたことで、古代の日本人

の用材観に新しい知見がもたらされた 9)

ように、木材の樹種識別調査は補助的な

調査から、建築史、考古学、美術史学、

環境学といった様々な研究分野に新しい

情報をもたらすことから、より重要度の

高い調査となっている。建造物の樹種識

別調査を行い、報告書に書かれた目視に

よる樹種情報と照らし合わせる作業は、

ややもすると間違い探しをして喜んでい

るように思われがちである。しかしなが

ら我々は、木の匠が心血注いでつくりあ

げた建造物に使用された樹種を科学的に

正しく知り伝えることで、日本人が古か

図 4：材鑑調査室 
http://database.rish.kyoto-u.ac.jp/arch/bmi/data/xylarium/Virt
ual_Field/zhan_shi_shao_jie.html 参照 
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ら伝えてきた知恵を正しく理解し、その建造物に適した樹種すなわち同じ物性を示す同樹種を用いる

ことで、将来に正しく伝えたいと思っている。日本人の知恵を将来の日本人へ伝えること、それが今

を生きる我々の使命だと考えている。修理現場にヘルメットをかぶって入っていくとき、古材が古の

工匠の真剣な思いを我々に教えてくれようとしているように感じる。 

このような樹種調査で用いた古材の標本やプレパラートは、京都大学生存圏研究所の材鑑調査室

（図 4）にて保管管理されている。材鑑調査室は 1978 年に国際木材標本室総覧に機関略号 KYOw と

して正式登録されたことを機に、1980 年に建立・設置された。木材標本やさく葉標本の収集はもちろ

んのこと、国内外の大学、研究所、諸機関との材鑑交換・分散管理を行うことにより、火災や自然災

害などによる資料の欠損を防いでいる。『過去は未来を予測する鏡である』という言葉があるが、古

材という鏡によって未来を予測することが求められている。すなわち、年輪情報による未来の気候予

測、木彫像に用いられた樹種からの史実の抽出、材料の経年劣化調査による未来の材料検討といった、

未来を見据えた様々な研究が、現在多くの研究者によって進められてきている。 

近年、特に我々の研究室では木材の CT 画像の濃度分布情報に基づいた、画像による樹種の自動認

識 10, 11)や、近隣のアジア諸国との文化財調査を通じて、樹種から文化交流の歴史を再考する 12)など、

文理融合研究に取り組んできている。たかが木の種類、されど木の種類。木から過去を見つめ、そし

て未来を夢見る、そんな研究を今後も続けていきたいと考えている。 
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